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研究の概要 

本研究の目的は、電流誘起スピンダイナミクスの解明と、磁壁や磁気渦の電流誘起スピンダイ 

ナミクスを利用した新規省エネルギーデバイスを作製し基本動作を確認することである。 

 

 

研 究 分 野：総合理工 

科研費の分科・細目：ナノマイクロ科学・ナノ構造物理 

キ ー ワ ー ド：スピンデバイス 

１．研究開始当初の背景 
研究代表者はナノ構造磁性体における電

流と磁化の相互作用の研究を通して、電流駆
動磁壁移動や電流誘起磁気コア反転現象な
どの電流誘起スピンダイナミクスに基づく
新規現象を見いだした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、電流誘起スピンダイナミ

クスの解明と、磁壁や磁気渦の電流誘起スピ
ンダイナミクスを利用した新規省エネルギ
ーデバイスを作製し基本動作を確認するこ
とである。 
 
３．研究の方法 
上述した目的を達成するために、以下の項

目の研究を行う。 
（1）電流誘起スピンダイナミクスの物理 
（2）電流誘起スピンダイナミクスを利用し
た新規デバイス 
 
４．これまでの成果 
(1)電流駆動磁壁デバイスにおける低消費電
力と高い熱安定性の証明（ Nat. Commun. 
4:2011 doi: 10.1038/ncomms3011 (2013)） 
(2)内因性ピニングによって決まる閾電流密
度以下での電流駆動磁壁移動（ Nature 
Nanotechnology 7, 635-639 (2012)） 
(3) 電流駆動磁壁デバイスの外部磁場擾乱
耐 性 の 証 明 （ Appl. Phys. Express 5, 
063001(2012); Appl. Phys. Lett. 98, 192509 

(2011)） 
(4)スピン分極率と非断熱トルクの定量評価
（Appl. Phys. Lett.  100, 202407 (2012); 
Jpn. J. Appl. Phys. 51 (2012) 028005） 
(5)電流駆動磁壁移動に対するスピンホール
効果の影響の解明（Appl. Phys. Express 7, 
033005 (2014); Appl. Phys. Express 6 
(2013)） 
(6)磁気コアメモリーの動作実証（Appl. Phys. 
Lett. 99, 262505 (2011)） 
(7)磁気コア反転の実時間観測（Appl. Phys. 
Lett. 102, 072405 (2013)） 
 
５．今後の計画 
磁気コアメモリーの動作実証を行うなど

研究は順調に進捗しており、今後は当初研究
目標達成へ向けて尽力する。 
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